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今月のトピックス 東
京
都
心・羽
田
空
港
直
通
電
車
推
進
期
成
同
盟
会

「
東
武
鉄
道
㈱
」・「
高
橋
国
土
交
通
副
大
臣
」へ
要
望

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

３
Ｐ　
・
墨
絵
の
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
事
業
の
ご
案
内

　
　
　
・
米
国
自
動
車
関
税
措
置
等
に
伴
う
特
別
相
談
窓
口
の
設
置

５
Ｐ　
・
令
和
７
年
度
会
費
口
座
振
替
（
再
）

チ
ラ
シ
・
米
国
関
税
措
置
等
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
・
墨
絵
の
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
事
業
説
明
会
の
ご
案
内

　
　
　
・
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
ご
案
内

　
　
　
・
経
営
環
境
変
化
対
応
資
金
の
ご
案
内

新
入
社
員
・
若
手
社
員
向
け

　

４
月
16
日
、
当
会
議
所
に

お
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
新
入
社
員

や
若
手
社
員
を
対
象
に
、
円

満
な
人
間
関
係
の
土
台
と
な

る
基
本
マ
ナ
ー
を
学
び
、
職

場
で
自
信
を
持
ち
、
自
分
で

考
え
行
動
で
き
る『
自
律
型
』

社
員
を
目
指
す
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
た
も
の
。

　

講
師
に
（
有
）
フ
ジ
コ
ー

研
修
企
画　

代
表
取
締
役 

篠
原
優
子
氏
を
迎
え
、
14
事

業
所
29
名
が
参
加
し
た
。

　

前
半
は
座
学
を
メ
イ
ン

に
、
仕
事
に
対
す
る
責
任
感

や
心
構
え
、
学
生
と
社
会
人

と
の
違
い
、
上
手
な
仕
事
の

取
り
組
み
方
な
ど
を
学
ん

だ
。
後
半
は
演
習
を
メ
イ
ン

に
、挨
拶
・
名
刺
交
換
・
電
話
・

来
客
等
の
様
々
な
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
に
適
し
た
応
対

の
実
技
を
体
験
し
た
。

　

参
加
者
は
、
社
会
人
と
し

て
の
心
構
え
や
、
組
織
人
と

し
て
の
振
る
舞
い
方
な
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
か
ら
自
身

が
考
え
行
動
で
き
る
人
材
に

成
長
し
、
今
後
の
業
務
に
活

か
し
た
い
と
、
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
。

　

東
京
都
心
・
羽
田
空
港
直

通
電
車
推
進
期
成
同
盟
会
で

は
、
３
月
28
日
、
東
武
鉄
道

㈱
と
地
元
選
出
の
国
会
議
員

を
訪
問
し
、
要
望
活
動
を
行
っ

た
。
当
会
議
所
か
ら
は
、
荒

金
会
頭
が
出
席
し
た
。

　

同
会
は
、
東
京
都
心
・
羽

田
空
港
へ
の
直
通
電
車
の
実

現
に
よ
る
利
便
性
向
上
や
地

域
振
興
並
び
に
経
済
発
展
を

図
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
。

　

今
回
の
要
望
に
対
し
、
東

武
鉄
道
㈱
か
ら
は
、「
事
業
環

境
を
見
極
め
な
が
ら
、
必
要

に
応
じ
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
」
と
、
ま
た
、
高
橋
国

交
副
大
臣
か
ら
は
、「
栃
木
県

西
の
３
市
の
連
携
に
よ
る
活

動
を
国
と
し
て
支
援
し
て
ま

い
り
た
い
」
と
、
後
押
し
を

受
け
た
。
今
回
の
要
望
活
動

で
、
地
域
の
活
性
化
が
よ
り

前
進
す
る
こ
と
を
願
う
。

○
仕
事
に
対
す
る
責
任
感
と
心
構
え

　
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
と
仕
事
の
進
め
方

○
職
場
の
人
間
関
係
と
チ
ー
ム
ス
キ
ル

　
自
分
を
磨
く
「
人
間
力
」
の
３
要
素

○
良
い
信
頼
関
係
を
築
く
社
会
人
へ

　
常
識
力
、
挨
拶
力
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

○
好
印
象
の
マ
ナ
ー
（
演
習
）

　
印
象
形
成
、
電
話
応
対
、
来
客
応
対
の
ポ
イ
ン
ト

カリキュラム
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福利厚生制度の充実を‼…各種制度取扱
【商工会議所】ビジネス総合保険制度・業務災害補償制度・
サイバーリスク保険制度・団体保険ナイスパートナー
【法人会】経営者大型保障制度・ハイパー任意労災・ハイパー
メディカル・ハラスメントガード等　取扱店

保険クラスターとちぎ蔵の街支店

栃木市嘉右衛門町5-15(有)ヴィーヴル総研 

 

『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』実
施
の
お
知
ら
せ

政
策
提
言・要
望
事
項
を
提
出

　

二
号
議
員
の
㈱
足
利
銀
行
栃
木

支
店
の
職
務
執
行
者
が
、
横
山
順

一
氏
か
ら
田
中
徹
氏
に
、
４
月
８

日
付
で
変
更
と
な
っ
た
。

　

各
地
域
の
事
業
所
の
皆
様
と
当

会
議
所
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
振
興
委
員
に
、

新
た
に
田
原
克
己
氏
（
万
町
・
利

休
代
表
）
が
就
任
し
た
。

　

３
月
21
日
か
ら
４
月
13
日
ま
で
の
24
日
間
、
太
平
山
県
立
自
然

公
園
で
「
太
平
山
桜
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
花
見
客
で

賑
わ
っ
た
。

　

桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
太
平
山
は
、「
日
本
の
桜
名
所
百

選
」
に
も
選
定
さ
れ
て
お
り
、６
月
に
は
初
夏
を
彩
る
風
物
詩
「
太

平
山
と
ち
ぎ
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
る
予
定
。

　

当
会
議
所
で
は
「
会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
会
員
皆
様
の
お

取
引
先
や
お
知
り
合
い
の
方
で
、ま
だ
会
員
で
な
い
事
業
所
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

こ
の
機
会
に
是
非
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

会
員
に
な
る
と
次
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
経
営
・
金
融
等
の
無
料
相
談　
　
　
　
　
　

○
貿
易
関
係
証
明
の
発
給

○
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談　
　
　
　
　
　
　

○
貸
会
議
室
の
割
引
利
用

○
セ
ミ
ナ
ー
・
講
習
会
等
の
無
料
参
加　
　
　

○
会
報
誌
の
無
料
提
供
に
よ
る
情
報
収
集

○
事
業
計
画
策
定
・
補
助
金
申
請
等
の
支
援　

○
共
済
制
度
等
の
割
引
加
入　
ｅ
ｔ
ｃ
…

　

ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、「
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
５
月
１
日
か
ら
６
月
30

日
に
実
施
い
た
し
ま
す
。
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』
を
会
員
の
皆
様

に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
会
員
事
業
所
の
福
祉
向
上
に
お
役
立
て
い
た
だ
く
こ
と
を
主
な
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
『
商
工
会
議
所
福
祉
制
度
』
は
、
経
営
者
・
役
員
の
保
障
や
退
職
準
備
他
、
入
院
・
介
護
・

老
後
に
備
え
た
様
々
な
保
障
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
も
の
で
す
。

　

商
工
会
議
所
職
員
と
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
の
担
当
社
員
が
お
伺
い
し
た
際
に
は
、

是
非
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

※
「
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
」
は
、
商
工
会
議
所
共
済
制
度
・
福
祉
制
度
の
普
及
・
推
進
を
目
的
と
し

　
全
国
各
地
の
商
工
会
議
所
お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
組
織
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
会
員
振
興
係　

℡
23
-３
１
３
１

優
先
順
位
１
位

原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
高
騰
等
に
直
面
す
る

中
小
・
小
規
模
事
業
者

へ
の
支
援

優
先
順
位
２
位

労
働
力
の
安
定
的
な

確
保
を
見
据
え
た
就
労

体
制
の
改
革

優
先
順
位
３
位

「
働
き
方
改
革
関
連
法
」に

係
る
時
間
外
労
働
規
制

等
に
よ
る
影
響
事
業
者

へ
の
支
援

優
先
順
位
４
位

「
東
武
･
Ｊ
Ｒ 

東
京
都
心
・
羽
田

空
港
直
通
電
車
」
の
実
現

優
先
順
位
５
位

河
川
の
治
水
対
策
の
早
期
実
現

優
先
順
位
６
位

地
域
内
の
中
小
・
小
規
模
事
業

者
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

の
支
援

優
先
順
位
７
位

「
栃
木
西
部
・
会
津
南
道
路
」

及
び
「
栃
木
西
部
都
市
連
絡

道
路
」
の
早
期
整
備
促
進

議
員
職
務
執
行
者
変
更
の
お
知
ら
せ

振
興
委
員
就
任
の
お
知
ら
せ

　

当
会
議
所
の
経
営
政
策
委
員
会
に
お
い
て
協
議
を
重
ね
、

次
の
政
策
提
言
・
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
、（
一
社
）
栃
木
県

商
工
会
議
所
連
合
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

太
平
山
桜
ま
つ
り
を
開
催

会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

田
中
　
　
徹 

氏

た
な
か

と
お
る

田
原
　
克
己 

氏

た
は
ら

か
つ
み
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【
問
い
合
わ
せ
先
】
中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
会
員
振
興
係　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
-３
１
３
１

墨
絵

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ 

事
業
始
動
!!

の

米
国
関
税
措
置
等
に
伴
う
影
響
予
測
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

全
体
説
明
会

◆
日
時　

６
月
３
日（
火
）10
時
30
分
〜
12
時

◆
会
場　

当
所
会
議
室

　

当
会
議
所
で
は
、
会
員
事
業
所
に
対
す
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

事
業
と
し
て
、
サ
ン
リ
オ
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
と
市
内
の
墨
絵
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
墨
絵
ア
ト
リ
エ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
様
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
生
ま
れ
た
「
墨
絵
の
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
」
を
提
供

し
、
自
由
な
商
品
開
発
へ
利
用
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
今
月
号
の
折
込
の
チ
ラ
シ
、
並
び

に
次
の
Ｑ
Ｒ
よ
り
詳
細
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
後
日
開
催
す

る
全
体
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

《
一
般
型
》

◆
上
限
額 

50
万
円
（
補
助
率
２
／
３
）

　

※
上
限
額
の
上
乗
せ
特
例
有
り

《
創
業
型
》

◆
上
限
額 

200
万
円
（
補
助
率
２
／
３
）

　

※
上
限
額
の
上
乗
せ
特
例
有
り

◆
創
業
型
に
お
け
る
注
意
事
項

　

①
創
業
後
３
年
以
内

　

②
特
定
創
業
支
援
等
事
業
に
よ
る
支
援
を

　
　

受
け
て
い
る
こ
と

　

マ
ル
経
融
資
制
度
は
、
経
営
改
善
を
図

ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の
方
々
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
当
会
議
所
の

推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
保
証
人
不
要
・

低
金
利
で
融
資
を
受
け
ら
れ
る
国
（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）の
公
的
融
資
制
度
で
す
。

◆
融
資
限
度
額

　

最
大　

２
，
０
０
０
万
円

◆
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

　

日　

時　

５
月
19
日
（
月
）

　
　
　
　
　

６
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
〜
17
時

　

相
談
員　

栃
木
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

◆
事
業
承
継
相
談
会

　

日　

時　

５
月
27
日（
火
）
10
時
〜
15
時

　

相
談
員　

栃
木
県
事
業
承
継
引
継
ぎ

　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

６
月
12
日
（
木
）
10
時
〜
12
時

　

相
談
員　

日
本
政
策
金
融
公
庫
佐
野
支
店
国
民

　
　
　
　
　

生
活
事
業

◆
知
的
財
産
権
相
談
会

　

日　

時　

７
月
11
日
（
金
）
13
時
〜
16
時

　

相
談
員　
（
公
財
）
栃
木
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
資
金
用
途

　

設
備　

工
場
・
店
舗
の
改
装
、
車
両
、
機
械
装
置
他

　

運
転　

仕
入
資
金
、
給
与
・
諸
経
費
等
の
支
払
他

◆
対
象

　

小
規
模
事
業
者
で
あ
る
こ
と　

他

◆
返
済
期
間

　

設
備
・
運
転　

10
年
以
内
（
据
置
２
年
以
内
）

◆
融
資
利
率

　

２
．
０
％
（
令
和
７
年
４
月
１
日
現
在
）

【
一
般
型
・
創
業
型
共
通
事
項
】

◆
公
募
期
間　

５
月
１
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

〜
６
月
13
日
（
金
）
17
時

◆
申
請
方
法　

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
み

※
事
前
に
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
プ
ラ
イ
ム
ア
カ
ウ

　

ン
ト
の
取
得
が
必
要
で
す
。

※
詳
細
は
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
下
さ
い
。

　

関
税
措
置
に
伴
う
経
営
へ
の
影
響
を
把
握
し
、
行
政
機
関

へ
必
要
な
支
援
策
を
提
言
要
望
す
る
た
め
、

影
響
予
測
調
査（
第
１
弾
）を
実
施
し
ま
す
。

次
の
Ｑ
Ｒ
、
ま
た
は
今
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ

に
よ
り
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

当
会
議
所
で
は
、「
米
国
自
動
車
関
税
措
置
等
に
伴
う
特

別
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

米
国
に
よ
る
自
動
車
等
に
対
す
る
追
加
関
税
措
置
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
事
業
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
相
談
を
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
米
国
自
動
車
関
税
措
置
等
に
伴
う

特
別
相
談
窓
口
」 開
設

補
助
金
情
報（
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
）

マ
ル
経
融
資
の
ご
案
内

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報
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あなたの会社が「業務災害補償プラン」に加入していれば!

多様化・複雑化の傾向にある「労災事故」から会社も従業員もお守りします。

会員企業には… 資金繰りに影響を与えること無く、
高額な損害賠償金が支払い可能に!

従業員には… パート・アルバイトを含む
全従業員を包括補償で安心!

うつ病による自殺、
過労死などによる
労災認定件数が

増加

1億円を超える
高額な賠償事例が 発生

短期間労働者、パート、
アルバイト、派遣社員等
非正規雇用労働者の

増加

2014年
労働安全衛生法改正で
企業の安全配慮義務の

厳格化

業務災害補償プラン

2024年12月

約58%
割引

最 大
（＊1）

●労災賠償に備える「使用者賠償責任補償」を標準セット
●「従業員のケガ」と「企業の賠償リスク」にダブルで備えることが可能
●役員個人の賠償責任も補償
●政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能（＊2）
●パート・アルバイト、派遣労働者のほか、下請負人も補償対象可能
●パワハラ、セクハラ等による事業者、役員、使用人の法律上の
賠償責任を補償（オプション）

●「健康経営優良法人（＊3）」に認定された事業者に対し、通常
の割引後にさらに５％の上乗せ割引を適用
●建設業の場合、経営事項審査制度の加点対象
●天災危険を補償する特約（任意付帯）により、業務・通勤中に
地震や津波に遭遇してケガをされた場合や死亡された場合
も補償可能

（＊1）［1ー30%（団体割引）］×［1ー30%（過去の損害率による割引）］×［1ー10%（包括契約割引）］×[1ー5％（健康経営割引）]≒0.42→最大約58％割引
（＊2）政府労災保険への加入が必要です（使用者賠償責任補償は給付決定後の支払いになります）。精神疾患、脳・心疾患等の病気や自殺は政府労災で認定されれば補償可能。
（＊3）従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に実践している大企業や中小企業等を日本健康会議が認定。

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[業務災害総合保険 　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険
三井住友海上火災保険株式会社[業務災害補償保険 　あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[業務災害補償保険
大同火災海上保険株式会社[業務災害補償保険

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp商工会議所の
保 険 制 度 H P

●一部の商工会議所では、本プラン・特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。
●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務
管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により作成したものです。 

アクサ生命保険株式会社　宇都宮支社　佐野営業所　栃木分室　
〒���-���� 栃木市片柳町�-�-�� 栃木商工会議所会館 TEL ����-��-���� FAX ����-��-����

事業活動における賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスクを総合的に補償します｡

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[事業活動包括保険 　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険
三井住友海上火災保険株式会社[企業総合賠償責任保険、建設業総合賠償責任保険
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ賠償総合保険、タフビズ建設業総合保険 　大同火災海上保険株式会社[賠責総合保険

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

全国商工会議所
ビジネス
総合保険制度

スッキリ!
・

補償の
重複がない!

・
ご契約手続きを
一本化!

従来の
保険契約

モレやダブリが
ないか不安
・

ご契約手続きが
保険ごとに必要

財産補償

施設賠償責任保険 動産総合
保険

機械保険

事
工

険
保償補

業休

PL保険

ビジネス総合保険制度
ここがおすすめ
●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・
ダブリを解消し、一本化して加入可能

●賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい、サイ
バー、施設、事業活動遂行、管理下財物）リスクを
総合的に補償

●休業に関する補償により災害に遭った際の事業
継続のための資金を確保
●早期災害復旧支援により事業継続を後押し

●一部の商工会議所では、一部特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。 
●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の
事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の経営協力により作成したものです。 ●本募集広告は、2023年5月時点の引受保険会社の商品内容をもとに作成しております。

最大

約33%
割引

2023年5月
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◆
日
時　

６
月
15
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

◆
会
場　

と
ち
ぎ
山
車
会
館
前
広
場

◆
内
容　

○
栃
っ
子
茶
屋

　

・
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
乗
車
券
が

　
　

当
た
る
射
的

　

・
福
引
き

　

・
飲
食
、
物
販
の
出
店

　
　

ラ
ジ
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
他

◆
主
催　

県
名
発
祥
の
地

　
　
　
　

十
千
木
縁
日

　
　
　
　

実
行
委
員
会

X

インスタグラム

「
Ｘ・イ
ン
ス
タ
」を
フ
ォ
ロ
ー
く
だ
さ
い

い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ
♪

毎
月
第
２・第
４
火
曜
日 

19
時
〜

令
和
７
年
度

事
務
局
体
制

﹁
十
千
木
縁
日
﹂
の
ご
案
内

第
19
回 

県
名
発
祥
の
地

令
和
７
年
度
分
会
費

口
座
振
替
の
お
知
ら
せ（
５
／
23(

金)

）

事
業
所
情
報
更
新
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
の
お
知
ら
せ

　

当
会
議
所
で
は
、Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
「
い
つ
も
元
気
に

会
議
所
ラ
ジ
オ
」
に
て
、
会
員
事
業
所
様
に
ご
出
演
い
た
だ

き
、自
店
の
Ｐ
Ｒ
や
商
品
紹
介
な
ど
、

ラ
ジ
オ
を
通
し
た
情
報
発
信
の
場
を

提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

随
時
出
演
者
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
電
話
に
て

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

会
員
振
興
係　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

栃
木
市
商
店
会
連
合
会
事
務
局

　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
係　

℡
23
-３
１
３
１

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
係　

℡
23
-３
１
３
１

専
務
理
事　
　
國
保　
能
克

事
務
局
長　
　
島
田　
暁
彦

【
総
務
課
】

課　
　
長　
　
薄
井　
桂
子

﹇
総
務
係
﹈

係　
　
長　
　
檜
山　
真
弓

主　
　
事　
　
中
山　
結
愛

﹇
会
員
振
興
係
﹈

係　
　
長　
　
和
久
井
拓
哉

主　
　
任　
　
手
塚
真
奈
己

主　
　
事　
　
長　
　
和
樹

【
中
小
企
業
相
談
所

　
　
　
／
経
営
支
援
課
】

所
長
兼
課
長　
佐
藤
健
太
郎

課
長
補
佐
兼
経
営
支
援
第
１

係
長
兼
ま
ち
づ
く
り
支
援
室
長

　
　
　
　
　
　
加
藤　
岳
司

﹇
経
営
支
援
第
１
係
﹈

主　
　
査　
　
石
田　
和
幸

﹇
経
営
支
援
第
２
係
﹈

係　
　
長　
　
東
郷　
　
彬

指
導
主
任　
　
野
中　
由
高

主　
　
任　
　
大
橋　
　
純

　

経
営
に
関
す
る
各
種
支
援
策
情
報
や
当
会
議
所
の
イ
ベ
ン
ト

の
ご
案
内
、
そ
の
他
地
域
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

４
月
23
日
に
会
費
の
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
５
月
23
日
に
再
度
口
座
振
替
の

手
続
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

改
め
て
ご
指
定
の
口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

当
会
議
所
で
は
、
会
員
事
業
所
の
登
録
情
報
の
更
新
作
業

を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
、
代
表
者
や
住
所
等
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
、

ま
た
は
折
込
チ
ラ
シ
よ
り
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

当
会
議
所
で
は
、
と
ち
ぎ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
５
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
の

６
か
月
間
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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青年経営者会NEWS

第39回 通常総会開催

令和7年度 会長所信 松島　陵介第40代会長

女性経営者会 会員募集！！女性経営者会 会員募集！！

　4月21日、市内において、荒金会頭をはじめ
多数のご来賓をお招きし、総勢56名参加の
もと「第39回 通常総会並びに懇親会」を開
催した。
　総会では、令和６年度事業報告並びに
収支決算報告、令和７年度事業計画(案)並びに
収支予算(案)、委員会組織(案)、規則の一部
改正(案)について審議され、それぞれ原案の
通り承認可決した。その後、荒金会頭より
会に対する期待と激励の祝辞をいただいた。
　総会終了後に開催された懇親会では、松島新会長の挨拶の後、ご来賓の大川市長より祝辞をいただき、藤平直前会長の乾
杯で開宴した。懇親会では、令和６年度の活動報告を通して、実施事業を振り返るとともに、地域活性化に対する想いが引
き継がれ、和やかな懇談の場となった。      令和7年度　運営専務　須藤　大和

　未だ続くインフレと物価上昇の影響や、大手企業と比較し賃上げの伸びが限定的な中小企業と
の所得格差が課題となっています。また、大都市圏に経済活動が集中し都市部への若年層の流出
が続き、地方では労働力不足や消費低迷による企業の撤退、それに伴い雇用機会の減少を招いて
いる現状があります。
　このような経済情勢の中で、地域経済の活性化に向けた取り組みが、これまで以上に重要視され
ています。地域間の連携や効率的な資源活用を促進し、商工業の経営安定や特産品・観光などの
ブランド力を高め、国内消費やインバウンド需要の対応など地域経済の持続的な成長を支える活動
や支援が求められています。
　栃木YEGは地域経済の未来の担い手として、若い力と柔軟な発想で様々な課題に取り組んでいく
べき組織だと思います。そして、今の時代に我々ができることは何かを考え、行動するにあたり、今年度のスローガンを「敬愛
～通い合う心、繋がり続ける～」といたしました。敬愛とは、深い尊敬と愛情や親しみを込めて、特定の人物を尊ぶこと
を意味します。常に相手への尊敬と親しみの心や愛を持って、人と人、地域や社会との繋がりが続いていくことへの想い
を込めています。
　令和７年度は前年度スローガン「It’ s a 栃木world ～世界のTochigiへ～」の想いを承継しつつ、新たな挑戦を含め次の
活動を進めてまいります。①栃木YEG40周年記念事業、②提言活動、③蔵の街サマーフェスタの運営、④他団体との交流、
⑤魅力ある商品開発と販売活動、⑥地域の障がい児・者の余暇活動支援、⑦行政と連携した魅力ある街づくりなどに取り組み
ます。これらの活動を通じて、１．栃木の地域資源や魅力を再発見し、それを発信することで、地域経済の活性化を目指
します。地元企業や行政、他団体とも連携し、持続可能な地域づくりに貢献します。２．YEGは「学びと成長」の場です。
委員会や各種研修等を通じて、経営者としての知識とスキルを深めるとともに、会員同士の交流を促進し、互いに刺激し
合える環境を整えます。３．地域の次世代を担う若者たちへの支援を通して、夢や希望を持てる社会の実現を目指します。
地域教育や福祉、若手起業家支援を通じて、次の世代が輝ける基盤づくりに取り組みます。 
　「すべてのYEGは連帯の証となる」YEGの強みは、多様なバックグラウンドを持つ会員が集い、共に学び、行動できる
ことです。私たち一人ひとりの挑戦が地域全体の力となり、未来への一歩となります。相手への尊敬と親しみの心や愛を持って
会員の皆さまと共に歩み、共に栃木の発展を支えていけるよう邁進していきましょう。

～栃木を元気に！
一緒に活動しませんか？

女性の視点からとちぎを盛り上げていこう！という想いで活動をはじめ、
今年７年目を迎えました。

第１回 とちぎ太鼓まつり
（司会の上原チョーさんと）【問い合わせ先】女性経営者会事務局　℡ 23-3131

主な事業：視察研修・講習会・講演会等
入会資格：栃木商工会議所会員事業所の女性経営者及び女性管理者の方

～ご入会をお待ちしています～


